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第42回若杉祭
開　催！

い
と
の
女
子
学
生
の
声
に
も
応

え
、
本
館
2
階
の
男
子
ト
イ
レ

の
2
箇
所
を
女
子
ト
イ
レ
に
改

修
し
て
い
る
。
洋
式
便
座
は
、

衛
生
面
を
考
慮
し
て
、
温
水
洗

浄
機
能
付
き
と
し
た
。
男
子
ト

イ
レ
に
つ
い
て
も
、
同
じ
仕
様

で
改
修
を
行
っ
て
い
る
。

　

短
・
中
期
に
、
新
築
さ
れ
る

棟
の
ト
イ
レ
を
含
め
、
キ
ャ
ン

パ
ス
内
の
既
存
ト
イ
レ
の
全
て

を
洋
式
化
お
よ
び
温
水
洗
浄
機

付
便
座
へ
と
改
修
す
る
よ
う
計

画
し
て
い
る
。
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新
築

　

正
門
お
よ
び
噴
水
・
ロ
ー
タ

リ
ー
は
、
昭
和
53
年
に
完
成
を

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
館
の

象
徴
で
あ
っ
た
2
階
へ
と
続
く

屋
外
階
段
は
、大
学
開
学
時（
昭

和
42
年
）
か
ら
の
も
の
で
、
今

般
、
9
月
10
日
（
金
）
に
解
体

さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
、
現
在
工
事
進
行
中

で
あ
る
、
Ｎ
Ｉ
Ｔ 

Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｔ 

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
の
新
築
工
事
お
よ
び

駐
車
場
整
備
工
事
の
目
的
の
一

つ
で
あ
る
ロ
ー
タ
リ
ー
を
バ
ス

等
が
周
回
可
能
と
す
る
た
め
に

行
わ
れ
た
解
体
工
事
で
あ
る
。

　

本
工
事
は
、
昨
年
度
完
成
し

た
学
友
門
か
ら
本
館
前
ロ
ー
タ

　

平
成
22
年
度
に
計
画
を
し
て

い
る
キ
ャ
ン
パ
ス
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
の
中
で
、
本
館
の
ト
イ

レ
改
修
、
Ｗ
4
棟
の
デ
ジ
タ
ル

ス
タ
ジ
オ
・
博
物
館
展
示
分
室

の
改
修
工
事
が
す
で
に
完
了
し

た
。
18
号
館
新
築
工
事
の
着
工

を
は
じ
め
、
今
後
は
、
本
館
玄

関
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
（
Ｎ
Ｉ
Ｔ 

Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｔ 

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
新
築

工
事
）
や
駐
車
場
の
整
備
等
、

キ
ャ
ン
パ
ス
の
環
境
が
大
き
く

様
変
わ
り
し
、
日
本
工
業
大
学

の
「
顔
」
が
32
年
ぶ
り
に
変
わ

る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
開
か

れ
た
大
学
と
し
て
の
地
域
貢
献

等
で
、
外
部
か
ら
の
来
校
者
数

が
増
え
て
い
る
日
本
工
業
大
学

の
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
資
す

る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ジ
オ
完
成

　

Ｗ
4
棟
の
改
修
工
事
は
今
年

度
の
4
月
に
完
了
し
た
。
新
学

科
と
し
て
誕
生
か
ら
2
年
目
を

迎
え
る
生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学

科
の
新
た
な
施
設
と
し
て
、
2

階
（
9
6
3
㎡
）
フ
ロ
ア
ー
の

一
部
に
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ジ
オ
を

設
け
最
新
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
30
台
を
導

入
し
た
。

　

ま
た
、
1
階
の
博
物
館
の
展

示
・
管
理
室
は
、
空
調
が
完
備

さ
れ
、
快
適
な
も
の
と
な
っ
た
。

精
密
機
械
の
性
能
維
持
に
も
効

果
が
期
待
さ
れ
る
。

本
館
ト
イ
レ
洋
式
化
へ

　

食
堂
関
連
の
ト
イ
レ
に
引
き

続
き
、
一
昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
本
館
ト
イ
レ
洋
式
化
工

事
は
、
今
年
度
も
夏
休
み
を
利

用
し
て
、
本
館
に
あ
る
12
箇
所

の
ト
イ
レ
全
て
を
洋
式
化
お
よ

び
温
水
洗
浄
機
付
便
座
へ
と
改

修
し
た
。
こ
の
工
事
で
は
、
ト

イ
レ
ブ
ー
ス
を
増
設
し
て
欲
し

新たに開設したデジタルスタジオ

リ
ー
ま
で
の
通
路
が

整
備
さ
れ
た
こ
と
に

併
せ
て
、
正
門
か
ら

の
景
観
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
を
意
図
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
工

事
の
内
容
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

①
噴
水
周
囲
に
ウ
ィ
ン
グ
形
状

の
屋
根
付
き
歩
道
を
設
置

②
正
門
門
扉
を
安
全
・
軽
量
化

に
更
新　

③
学
友
門
か
ら
天
神
門
ま
で
の

フ
ェ
ン
ス
を
延
長

④
駐
車
場
の
拡
張
と
整
備

⑤
樹
木
移
植
等
、
緑
地
の
整
備

⑥
外
灯
の
省
エ
ネ
化
更
新
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
ラ
イ
ン
の
構
築

　

こ
の
完
成
に
よ
り
、
さ
ら
に

人
優
先
の
ロ
ー
タ
リ
ー
と
し
て
、

学
生
や
来
客
者
を
招
き
入
れ
る

モ
ダ
ン
な
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
へ
と
、
来

年
3
月
末
に
は
生
ま
れ
変
わ
る

予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
駐
車
場
の
整
備
に
お

い
て
は
、
大
型
バ
ス
が
数
台
待

機
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し

つ
つ
、
緑
地
を
有
効
に
配
置
し

て
、
学
友
門
か
ら
続
く
歩
道
と

連
続
性
を
持
っ
た
景
観
に
仕
上

が
る
こ
と
に
な
る
。

　

外
灯
の
改
修
に
お
い
て
は
、

省
エ
ネ
効
果
が
高
く
、
長
寿
命

の
無
電
極
照
明
器
具
（
エ
バ
ー

ラ
イ
ト
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
）

を
採
用
し
て
い
る
。
周
囲
や
足

元
が
明
る
く
な
り
、
歩
行
者
の

安
全
面
に
配
慮
し
た
駐
車
場
完

成
を
目
指
し
て
い
る
。

18
号
館
新
築
工
事

　

創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科
・
電

気
電
子
工
学
科
・
電
気
実
験
セ

ン
タ
ー
の
実
験
研
究
棟
と
し
て
、

18
号
館
新
築
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
現
在
防
水
工
事
が
完

了
し
、
内
部
の
仕
上
げ
工
事
へ

と
移
行
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
工
事
に
併
せ
、
9

号
館
の
外
壁
改
修
を
行
う
予
定

で
あ
り
、
平
成
23
年
2
月
末
の

18
号
館
新
築
工
事
竣
工
に
合
わ

せ
、
順
調
に
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。 本館玄関リニューアルも着々と進行

　

本
学
・
創
造
シ
ス
テ
ム
工
学

科
で
は
、
昨
年
度
同
学
科
と
ロ

ボ
ッ
ト
製
造
メ
ー
カ
ー
・
Ｚ
Ｍ

Ｐ
と
で
共
同
開
発
し
た
人
間
型

ロ
ボ
ッ
ト
＝
写
真
＝
の
名
前
を

公
募
し
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど

「
ニ
コ
ッ
ト
」
と
命
名
す
る
と

発
表
し
た
。
同
ロ
ボ
ッ
ト
は
頭

部
・
腕
・
脚
部
に
20
の
関
節
を

持
ち
、
教
育
用
と
し
て
は
初
と

な
る
本
格
的
な
大
型
ヒ
ュ
ー
マ

ノ
イ
ド
（
身
長
1
2
6
㎝
、
体

重
15
k
g
f
）。
開
発
コ
ー
ド

「
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
|

Ⅱ
」
で
は
味
気

な
い
と
の
意
見
か
ら
、
名
称
公

募
に
踏
み
切
っ
た
。

　

公
募
に
は
本
学
学
生
を
中
心

に
、
8
歳
の
小
学
生
か
ら
79
歳

の
ご
高
齢
の
方
ま
で
幅
広
く
応

募
が
あ
り
、
応
募
総
数
は

2
4
2
件
に
も
上
っ
た
。
こ
の

中
か
ら
、
厳
正
に
審
査
を
行
い

「
ニ
コ
ッ
ト
」
が
採
用
さ
れ
た
。

名
前
の
由
来
は
「
日
本
工
業
大

学
」
の
「
日
工
」
と
「
ロ
ボ
ッ

ト
」
の
「
ッ
ト
」
を
組
み
合
わ

せ
た
も
の
。
ロ
ボ
ッ
ト
に
も
笑

顔
を
・
・
・
と
い
う
願
い
か
ら

選
ば
れ
た
。
応
募
さ
れ
た
方
3

名
（
吉
永
吉
正
さ
ん
、
菊
池
清

子
さ
ん
、
牛
腸
毅
さ
ん
）
は
、

い
ず
れ
も
春
日
部
市
や
宮
代
町

に
在
住
の
一
般
の
方
。
一
万
円

の
図
書
券
が
贈
ら
れ
た
。
な
お
、

次
点
に
は「
イ
ブ
」「
エ
デ
ュ
カ
」

「
ピ
ー
チ
ャ
ー
」「
ニ
ト
ロ
」「
ピ

ニ
ッ
ト
」「
ブ
ラ
ウ
・
レ
ブ
ル
」

等
が
選
ば
れ
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
進
捗
状
況

日本工業大学　平成23年度入試日程

入試種別 日　　　　程
特別奨学生入試

[筆記試験、調査書      ]および面接による選考  

第 2期
出願期間 1/ 7（金）～ 1/27（木）　 奨学生には、1年次の

学費の半額を免除試験日 2/ 1（火）～ 2/ 3（木）　本学

一般入試

一般入試Ａ 一般入試Ｂ
出願期間 1/ 7（金）～ 1/27（木）　 2/ 3（木）～ 2/16（水）　

試験日
[本学会場は試験日自由選択制]

2/ 1（火）  本学・郡山・水戸・高崎・千葉・東京・静岡
2/19（土）　本学・東京2/ 2（水）  本学・仙台・柏・東京・新横浜・新潟・長野

2/ 3（木）  本学

センター利用入試 センター利用入試Ａ センター利用入試Ｂ センター利用入試Ｃ
出願期間 1/ 7（金）～ 1/31（月） 2/ 3（木）～ 2/16（水） 2/17（木）～ 3/ 9（水）

ＡＯ入試
・AOエントリー入試
・AOコーディネータ入試

第3期 第4期 第5期
エントリー入試のエントリー期間 10/13（水）～11/19（金） 11/25（木）～12/16（木） 1/14（金）～ 3/ 4（金）
コーディネータ入試の申込期間 平成23年3月上旬まで、随時受付
面談・面接等 書類受理後に連絡
出願期間 12/ 3（金）～12/14（火） 1/ 7（金）～1/12（水） 3/ 4（金）～ 3/11（金）
選考 書類審査等
合格発表 12/25（土） 1/21（金） 3/19（土）

日本工業大学　工学部　   
●機械工学科　●ものづくり環境学科　●創造システム工学科　●電気電子工学科　●情報工学科　●建築学科　●生活環境デザイン学科

日本工業大学　大学院工学研究科　博士前期課程・博士後期課程　
●機械工学専攻　●電気工学専攻　●建築学専攻　●システム工学専攻　●情報工学専攻

本学で先端技術研究の取り組みを
社会人大学院生　募集！（日本工業大学　社会人特別選抜）

■平成23年度　大学院　社会人特別選抜入試日程
出願期間 試験日 試験内容 合格発表 入学手続締切

二次募集 2月14日（月）～2月18日（金） 2月25日（金） 書類選考・面接 3月4日（金） 3月14日（月）
願書のご請求およびお問い合せ先：教務部教務課　大学院入試係　TEL0480-33-7507（直通）

[試験会場は本学のほか、盛岡・長野･新潟・東京を設置！（専門高校入試（Ｂ 工業科）、一般推薦入試（公募制））]
＊専門高校入試（Ｂ 工業科）＜出願期間＞第1期：10/25（月）～11/10（水）、第2期：11/25（木）～12/14（火）
＊一般推薦入試（公募制）   ＜出願期間＞第1期：11/  1（月）～11/10（水）、第2期：11/25（木）～12/14（火）
＊各入試の詳細は、それぞれの「募集要項」でご確認ください。
願書のご請求およびお問い合せ先
〒345-8501　埼玉県南埼玉郡宮代町学園台4-1　日本工業大学　教務部入試室
70120-250-267　URL：http://www.nit.ac.jp/　　E-mail：nyu-shi@nit.ac.jp

　

今
年
も
こ
の
よ
う
に
若
杉
祭
を
開
催

で
き
る
の
も
、学
生
自
治
会
、参
加
団
体
、

大
学
関
係
者
の
皆
様
の
多
大
な
ご
協
力

が
あ
っ
て
の
こ
と
と
大
学
祭
実
行
委
員

会
一
同
感
謝
し
て
い
る
。

　

今
年
の
若
杉
祭
の
テ
ー
マ
は
、「
花
音

〜
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
〜
」で
あ
る
。カ
ノ

ン
と
は
、ひ
と
つ
の
旋
律
を
少
し
ず
つ

ず
ら
し
て
演
奏
す
る
音
楽
様
式
の
こ
と

で
、当
委
員
会
の
役
員
、参
加
団
体
、そ

し
て
ご
来
場
い
た
だ
い
た
お
客
様
で
若

杉
祭
と
い
う
音
楽
を
つ
く
り
、楽
し
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、エ
ー
デ
ル
ワ
イ

ス
の
花
言
葉
に
は「
大
切
な
思
い
出
」と

い
う
意
味
が
あ
り
、若
杉
祭
と
い
う
音

楽
を
大
切
な
思
い
出
に
し
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
決
定
し
た
。

　

今
年
の
若
杉
祭
の
企
画
だ
が
、毎

年
恒
例
の『
秋
の
か
ら
っ
風
こ
ん
さ
ぁ

と
』に
は
、昨
年
歌
手
デ
ビ
ュ
ー
し
た

「
ベ
ッ
キ
ー
♪
＃
」が
ラ
イ
ブ
を
行
う
。

そ
の
他
、お
笑
い
芸
人
や
声
優
を
迎
え

る
な
ど
豪
華
企
画
の
連
続
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る『
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
』、豪
華
景
品

が
当
た
る
抽
選
会『
後
夜
祭
』、『
野
外
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
』な
ど
様
々
な
企
画

が
用
意
し
て
あ
る
。

　

是
非
と
も
皆
様
に
は
足
を
運
ん
で
い

た
だ
き
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

（
大
学
祭
実
行
委
員
会
委
員
長宮

内
祐
太
）

　

11
月
5
日
（
金
）
〜
7
日
（
日
）、若
杉
祭
が
開
催
さ
れ
る
。
会
期
中
に
は
、ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、
建
築
コ
ン
ペ
表
彰
式
も
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
工
業
技
術
博
物

館
の
特
別
展
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
作
品
展
な
ど
も
同
時
に
開
催
さ
れ
る
。
大

学
を
あ
げ
て
多
彩
な
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

若 杉 祭第42回
11/5▶7 「花音～エーデルワイス」「花音～エーデルワイス」

今年もステージイベント、模擬店、各サークルの企画など、さまざまな催しが行われる（昨年の様子）

テーマ 11月6日（土）
第11回ホームカミングデー開催

　今回で11回目を迎えるホームカミン
グデーが、11月6日（土）に開催される。
今回から全卒業生の皆さんを対象として
いる。これまで参加頂けなかった皆さん
も是非参加いただきたい。また研究室
OB会参加の皆さんにも懇親パーティへ
参加願いたい。当日は、博物館・各セン
ターを中心とした学内見学ツアー、懇親
パーティを行う。（ホームカミングデー
実行委員会）

クライマックスでは参加者全員で校歌を合唱（昨年の様子）

ロボット名 由来 応募者氏名（敬称略）

決定名称

ニコット

ニッコウ（日工）大のロボットなので。 吉永　吉正

日本工業大学の「日工」とロボットの「ット」
でニコット 菊池　清子

日本工業大学ロボットから名付けました。
またロボットでも笑顔があるようにと言う
気持ちからもこれかなと思いました。

牛腸　毅

次点（5点）

イブ 優しそうなロボットだから 日高　俊介

エデュカ
（Educa）

ロボット＝自動装置、人造人間。転じ
て人に操らせる人。本来は「奴隷」。こ
の言葉のイメージを一新し、「教育者」
の“educator"から「エデュカ」としました。

高山　勇太

Peacher
（ピーチャー）

Peach（桃色、すてきな人）+Teacher（先
生、教師） 田村　康晃

ニトロ NIT+ROBOT→NITRO 中村　聖

pinit（ピニット）ピンクのpiとnitとロボットをかけて 阿部　祐士

根津賞（デザイナー根津氏選定）

ブラウ・
レブル

身長126cmなので、電気回路に使う
抵抗についている色とその意味から、
1をbrown、2をred、6をblueとし、
そこからとってbrowreblu。

横浜　正人

ロボットの名称が
「ニコット」に決定！
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「
内
と
外
の
中
間
領
域
を
も

つ
家
」と
い
う
こ
と
で
、家
の
中

に
居
て
も
外
が
感
じ
ら
れ
る
よ

う
な
、外
に
居
て
も
な
ぜ
か
家

に
い
る
よ
う
な
安
心
感
が
得
ら

れ
る
作
品
を
作
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

と
に
か
く
自
分
が
思
う
ま
ま

に
ア
イ
デ
ア
を
ノ
ー
ト
に
書
き
、

先
生
に
相
談
を
し
な
が
ら
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
完
成
に
至
り

ま
し
た
。こ
の
家
は
ド
ア（
窓
）

に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。自
由
自

在
に
回
転
し
、内
と
外
を
仕
切

る
だ
け
で
な
く
、組
み
合
わ
せ

を
変
え
る
こ
と
で
色
々
な
空
間

を
作
り
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
し
、こ
ん
な
家
が
ほ
ん
と
に

あ
っ
た
ら
ど
れ
だ
け
楽
し
い
こ

と
か
と
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
模

型
を
作
っ
た
の
が
印
象
的
で
す
。

「
夏
を
制
す
る
も
の
は
コ
ン
ペ

を
征
す
る
」と
い
う
先
生
の
言

葉
を
信
じ
、一
生
懸
命
取
り
組

ん
で
よ
か
っ
た
で
す
。

第24回
建築コンペ

1等　宮崎　梓さん　受賞作品
　

建
築
を
学
ぶ
日
本
全
国
の
高
校
生
を
対
象
に
実
施
さ
れ
る

日
本
工
業
大
学
建
築
設
計
競
技
は
、今
年
度
で
第
24
回
と
な
る
。

　

今
回
は
、
審
査
委
員
長
に
建
築
家
の
五
十
嵐
淳
氏
を
迎
え
、

『「
内
」
と
「
外
」
の
中
間
領
域
を
も
つ
家
』
を
課
題
と
し
た
。

78
校
よ
り
2
9
3
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。
入
賞
作
品
は
11

月
5
日
（
金
）
か
ら
7
日
（
日
）
ま
で
、
本
学
大
学
祭
期
間

中
に
Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
で
展
示
さ
れ
、7
日
に
は
同
セ
ン
タ
ー
・

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
室
で
表
彰
式
と
審
査
委
員
長
に
よ
る
講

評
と
ス
ラ
イ
ド
レ
ク
チ
ャ
ー
が
行
わ
れ
る
。

受
賞
の
言
葉

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
完
成

山
梨
県
立
甲
府
工
業
高
等
学
校　
　

建
築
科（
３
年
）　　
　

   　
　
　
　

 

宮
崎　

梓
　

実
施
コ
ン
ペ
の
審
査
員
は
経

験
し
て
い
た
が
、
高
校
生
対
象

の
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
は
初
め
て

だ
し
、
し
か
も
出
題
ま
で
と
な

る
と
正
直
、
戸
惑
っ
た
。
大
学

生
が
相
手
な
ら
出
題
内
容
も
遠

慮
な
く
だ
せ
る
が
、
高
校
生
だ

と
少
し
考
え
込
ん
だ
。
建
築
に

触
れ
て
間
も
な
い
人
達
に
と
っ

て
、
何
か
そ
の
後
の
キ
ッ
カ
ケ

と
な
る
よ
う
な
課
題
を
探
し
、

同
時
に
僕
自
身
に
と
っ
て
の
関

心
事
と
重
ね
て
み
た
。
こ
こ
数

年
、
地
方
の
様
々
な
建
築
団
体

か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
に
呼
ん
で
も

ら
う
機
会
が
増
え
た
。
そ
の
時

に
色
々
な
建
築
を
見
る
よ
う
に

し
て
い
て
、
古
い
建
築
に
触
れ

る
こ
と
も
多
い
の
だ
が
、
そ
の

都
度
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
そ

れ
は
「
建
築
と
は
何
の
た
め
に

作
ら
れ
考
え
ら
れ
て
き
た
の
だ

ろ
う
か
?
」
と
言
う
素
朴
な
疑

問
で
あ
る
。
昔
の
建
築
は
現
代

に
比
べ
構
造
形
式
や
素
材
の
種

類
な
ど
圧
倒
的
に
少
な
い
。
し

か
し
、
そ
れ
故
に
シ
ン
プ
ル
で

必
然
性
に
満
ち
て
い
る
。
そ
ん

な
古
い
建
築
達
に
共
通
し
て
い

る
の
が
縁
側
な
ど
の
半
屋
外（
屋

内
）
空
間
を
含
め
た
入
子
の
構

成
で
あ
る
。
そ
れ
が
生
ま
れ
た

訳
は
、
例
え
ば
構
造
や
雨
仕
舞

い
、
熱
環
境
に
よ
る
必
然
性
だ

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か

し
人
間
は
本
能
的
に
外
部
と
内

部
を
繋
ぐ
中
間
の
居
場
所
に
あ

る
種
の
安
心
感
や
居
心
地
の
良

さ
を
感
じ
取
っ
た
と
思
う
。
も

し
か
す
る
と
設
計
の
根
源
的
な

手
法
に
つ
い
て
、
建
築
を
学
び

始
め
た
頃
に
触
れ
、
深
く
考
え

る
機
会
が
あ
れ
ば
、
そ
の
後
の

建
築
を
学
ぶ
上
で
、
と
て
も
良

い
キ
ッ
カ
ケ
と
な
る
の
で
は
無

い
か
と
考
え
た
。
今
回
、
審
査

を
終
え
て
様
々
な
回
答
に
出
会

う
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
多
く

は
既
成
の
概
念
内
に
納
ま
っ
て

い
た
が
、
入
賞
し
た
作
品
た
ち

は
、
少
な
か
ら
ず
新
た
な
概
念

へ
繋
が
る
可
能
性
に
満
ち
て
い

た
。
建
築
に
限
ら
ず
創
造
の
作

業
は
疑
問
か
ら
始
ま
る
。
今
回

の
コ
ン
ペ
を
キ
ッ
カ
ケ
に
、
建

築
に
対
し
て
様
々
な
疑
問
を
抱

き
、
そ
し
て
気
付
き
、
設
計
を

学
ん
で
い
っ
て
欲
し
い
と
思
う
。

五
い が ら し

十嵐 淳
じゅん

（建築家／株式会社 五十嵐淳建築
設計事務所　代表）

1970年北海道生まれ。1997年
五十嵐淳建築設計事務所設立。
北海道工業大学・名古屋工業大学
非常勤講師。主な作品に、矩形の森
（2000年）、風の輪（2003年）、光
の矩形（2007年）など。

講　

評

新
た
な
概
念
へ
繋
が
る

可
能
性
に
満
ち
た
作
品
に

出
会
う
こ
と
が
で
き
た
。

■第24回　日本工業大学建築設計競技入賞者
審査結果 高校・高専名 氏　　名

一　等 山梨県立甲府工業 宮崎　梓
二　等 神戸市立科学技術 福田　祐樹
三　等 山梨県立甲府工業 小澤　孝良

審査員賞（五十嵐淳） 埼玉県立熊谷工業 田端　由香
審査員賞（川村清志） 滋賀県立安曇川 ○岸之上　晃生

古閑　愛美
審査員賞（足立真） 新潟県立上越総合技術 大島　夏紀

佳　作 埼玉県立熊谷工業 浦田　昭洋
神戸市立科学技術 大城　那哉
神戸市立科学技術 早川　凌平
大分県立日田林工   深田　有希也
北海道北見工業 三科　優斗
静岡県立沼津工業 山口　耕平
静岡県立沼津工業 渡辺　夢代

奨励賞 大阪市立工芸 井筒　周作
埼玉県立川越工業 岡田　慎也
兵庫県立兵庫工業 川口　弘豊
静岡県立科学技術 鈴木　勝也
兵庫県立東播工業 太白　武志
群馬県立前橋工業 堤　康浩
北海道札幌工業    鳥海　雄太郎
神戸市立科学技術 中野　里奈
福井県立武生工業  福山　彰

国立呉工業高等専門学校 堀野　沙帆
兵庫県立兵庫工業 本田　徳子
兵庫県立神戸工業 本村　信良
宮城県工業 山田　寿真

新潟県立新発田南 渡辺　万梨
奨励学校賞 宮城県古川工業

福島県立勿来工業
岐阜県立岐阜総合学園

大阪市立工芸

第2回　３Ｄ-ＣＡＤプロダクトデザインコンテスト
全国からテーマ部門118点、自由テーマ部門30点の出展

第4回　マイクロロボコン高校生大会
全国から219台がエントリー・優勝は都立総合工科高校の土田君

（左上）根津氏の講演 （右上）テーマ部門最優秀作品 （下）入賞者 競技の様子と上位入賞者

　10月10日（日）、本学で第2回3
Ｄ-ＣＡＤプロダクトデザインコ
ンテストの授賞式が行われた。
　今回、全国高等学校24校からテ
ーマ部門「子供が乗る遊具」118作
品、自由デザイン部門「自由テー
マ」30作品の出展があった。授賞
式当日は、根津孝太氏（ｚｎｕｇ 
ｄｅｓｉｇｎ取締役）の講演、入賞
者全員の造形品が展示された。
　最優秀賞はテーマ部門が群馬県
立伊勢崎工業高等学校、自由デザ
イン部門が兵庫県立姫路工業高等
学校が受賞した。

去る9月11日(土)に、本学でマイ
クロロボコン高校生大会が開催さ
れた。本コンテストは、1インチ角
のロボットが所定のコースを自立
的に走行し、時間を競うもの。わず
か1インチ角のロボット内にＣＰ
Ｕやバッテリーを搭載し、数十cm
の大きさのロボットに匹敵する機
能を持つ様に設計要求される。ロ
ボットの構成材料も実習等で余っ
た端材で製作が可能で、マイクロ
化により省エネルギー・省資源を
めざすエコロジーなロボットコン
テストでもある。本コンテストは
学園創立百周年行事の一環として
実施され、その後、高校関係者に好
評を博し、第4回大会を開催する
運びとなった。
　今大会では全国から219台がエ
ントリー、参加者は引率の先生等
を含め250人近くにのぼった。ま
たマスコミの関心も多く集め、Ｎ
ＨＫのテレビ放映を始め毎日新聞
社などが取材に訪れた。優勝は、東
京都立総合工科高等学校の土田勝
利君。

入賞者
賞 高校名 代表者

テーマ部門：「子供が乗る遊具」  
最優秀賞 群馬県立伊勢崎工業 有谷　祥太郎
znug design賞 兵庫県立姫路工業 下山　仁美
優秀賞 埼玉県立川越工業 池田ななこ
優秀賞 日本工業大学駒場 岡添　翔太
優秀賞 徳山工業高等専門学校 三浦　美奈
優秀賞 群馬県立前橋工業 指田　拓
特別賞 兵庫県立姫路工業 有田　翔
特別賞 群馬県立太田工業 金子　諒祐
佳作 群馬県立前橋工業 千代　宏太
佳作 岐阜県立岐阜総合学園 中川　勇吾
佳作 宮城県気仙沼向洋 小野寺　浩務

賞 高校名 代表者
テーマ部門：「子供が乗る遊具」
佳作 群馬県立前橋工業 多摩川　裕
佳作 京都府立工業 藤田　真輝
佳作 岐阜県立岐阜総合学園 角　翔太
佳作 群馬県立高崎工業 松尾　顕英
自由デザイン部門
最優秀賞 兵庫県立姫路工業 和田　剛
優秀賞 秋田県立大曲工業 進藤　直樹
優秀賞 徳山工業高等専門学校 家重　直也
特別賞 兵庫県立姫路工業 景山　智晃
佳作 東京都立総合工科 谷田部　諒平
佳作 栃木県立真岡工業 北條　和輝

競技結果
順位・賞 高校名 操作者 ロボット名
優勝 東京都立総合工科 土田勝利 総工 colombia
準優勝 東京都立総合工科 中山惣一郎 神の粥
3位 東京都立総合工科 植村将 Ｂ★ＲＳ
4位 長野県飯田工業 原健太 三郎
5位（敢闘賞）東京都立総合工科 中山惣一郎 メルトダウン
5位（敢闘賞）東京都立総合工科 兼子貴裕 あずさ
5位（敢闘賞）長野県飯田工業 大平光介 魚花－参
5位（敢闘賞）東京都立総合工科 植村将 キャサリン
デザイン賞 岩手県立千厩 藤野隆良 イクラちゃん
ものづくり
環境学科賞 長野県箕輪進修 伊藤貴樹 Cube3

技術賞 秋田県立大曲工業 橘俊樹 大工Ｔ－Ⅱ
学長賞 長野県飯田工業

日 本 工 業 大 学 通 信（2） 平成22年11月1日発行 第167号

◯印は共同作品の代表者です。

78校から293点の応募「内」と「外」の中間領域をもつ家
11/7に表彰式、審査委員長のスライド・レクチャーと講評を開催
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日 本 工 業 大 学 通 信（3） 平成22年11月1日発行 第167号

23
6

　

平
成
22
年
9
月
20
日（
月
）、

秋
季
学
位
記
授
与
式
、留
学
生

別
科
修
了
証
書
授
与
式
が
本
学

14
号
館
5
階
会
議
室
に
て
挙

行
さ
れ
た
。

　

こ
の
日
卒
業（
修
了
）し
た
の

は
、学
部
47
名
、大
学
院
博
士
前

期
課
程
4
名
、博
士
後
期
課
程

3
名
、留
学
生
別
科
3
名
で
あ

る
。小
林
後
援
会
会
長
、呑
澤
工

友
会
会
長
、大
森
日
本
工
業
大

学
駒
場
高
等
学
校
校
長
を
は
じ

め
多
数
の
来
賓
や
父
母
、教
員

が
出
席
し
、柳
澤
学
長
が
告
辞
、

大
川
理
事
長
が
祝
辞
を
贈
っ
た
。

式
後
は
、友
人
や
指
導
教
員
と

記
念
撮
影
を
す
る
な
ど
別
れ
を

惜
し
ん
で
い
た
。

 

秋
季
学
位
記
授
与
式

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

専
門
職
大
学
院
、秋
た
け
な
わ

　

神
田
の
街
路
樹
も
色
づ
き
秋

も
深
ま
る
と
と
も
に
、専
門
職

大
学
院
は
勉
学
・
研
究
や
各
種

行
事
に
佳
境
を
迎
え
て
い
る
。

　

6
期
生
は
発
展
科
目
を
中

心
に
多
岐
に
わ
た
る
Ｍ
Ｏ
Ｔ

の
学
習
に
打
ち
込
む
の
に
加
え
、

秋
学
期
か
ら
は
特
定
課
題
研
究

も
始
ま
り
、各
担
当
教
員
の
指

導
の
も
と
、各
自
の
課
題
に
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

秋
は
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
も

目
白
押
し
で
あ
る
が
、10
月
16

日（
土
）に
は
、「
東
京
の「
地
の

利
」を
活
か
し
た
中
小
企
業
の

経
営
戦
略
」を
テ
ー
マ
に
中
小

企
業
技
術
経
営
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
、多
く
の
ゲ
ス
ト

よ
り
好
評
を
博
し
た
。恒
例
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
10
月

30
日（
土
）に
第
2
回
が
行
わ

れ
盛
況
で
あ
っ
た
が
、本
年
度

あ
と
2
回
予
定
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
今
月
は
新
し
い
試
み
の

製
造
業
、Ｉ
Ｔ
企
業
、Ｃ
Ｆ
Ｏ
に

特
化
し
た
Ｍ
Ｏ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー
が

3
回
予
定
さ
れ
て
お
り
、多
く

の
ゲ
ス
ト
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
る
。修
了
生
へ
の
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
倶

楽
部
」も
7
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、

多
く
の
修
了
生
の
参
加
の
も
と
、

2
回
の
勉
強
会
を
開
催
し
た
。

（
副
研
究
科
長　

山
岡　

斉
）

　

青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
指

す「
埼
玉
県
青
少
年
夢
の
か
け

は
し
事
業
」へ
の
協
力
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
、科
学
、も
の
づ
く
り

に
携
わ
る
一
流
人
の
技
に
触

れ
、体
験
す
る
企
画
。
8
月
28

日（
土
）県
内
全
域
か
ら
小
学
生

と
保
護
者
40
組
を
招
い
た
。ス

チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ラ
ボ
を
会
場

に
、「
偏
光
板
万
華
鏡
」（
服
部
准

教
授
）、「
二
足
歩
行
紙
ロ
ボ
ッ

ト
」（
増
本
講
師
）製
作
に
取
り

組
ん
だ
。万
華
鏡
を
覗
き
、光
の

屈
折
が
織
り
成
す
美
し
さ
に
歓

声
を
挙
げ
、バ
ラ
ン
ス
と
り
の

よ
い
紙
ロ
ボ
ッ
ト
の
動
き
を
見

つ
め
る
子
供
と
引
率
者
の
姿
が

と
て
も
印
象
的
で
あ
っ
た
。

熱心に指導を受ける子供たち

一
・
は
じ
め
に

　

第
四
十
三
期
決
算
、第
四
十

四
期
予
算
が
公
認
会
計
士
及
び

法
人
監
事
の
監
査
を
受
け
、法

人
理
事
会
・
評
議
員
会
で
承
認

決
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、こ
こ

に
財
務
諸
表
を
お
知
ら
せ
し
、

関
係
各
位
の
ご
理
解
と
引
き
続

き
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次

第
で
す
。平
成
二
十
一
年
度（
二

〇
〇
九
年
度
）に
本
学
が
行
っ

た
主
な
事
業
等
は
以
下
の
通

り
で
す
。①
学
生
に
対
す
る
取

り
組
み
で
は
、障
が
い
を
持
つ

学
部
・
大
学
院
の
学
生
へ
の
学

修
支
援
及
び
生
活
環
境
を
整
え

る
為
の
ル
ー
ル
を
作
り
、授
業

中
の
支
援（
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
、手

話
通
訳
等
）に
費
用
が
発
生
し

た
場
合
、在
学
期
間
を
通
じ
て

支
援
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

②
資
格
取
得
希
望
の
学
生
に
対

し
、「
2
級
建
築
士
ア
カ
デ
ミ

ッ
ク
講
座
」、「
宅
地
建
物
取
引

主
任
者
講
座
」を
Ｎ
Ｉ
Ｔ
ク
リ

エ
イ
ト
の
協
力
の
も
と
開
講
し

ま
し
た
。受
講
生
は
通
常
よ
り

も
安
価
に
資
格
取
得
に
取
り
組

め
今
後
は
資
格
の
種
類
を
増
や

し
て
ま
い
り
ま
す
。③
新
し
い

校
門
で
あ
る「
学
友
門
」を
新
設
。

駅
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
改
善
さ

れ
、併
せ
て
駐
輪
場
・
バ
イ
ク

置
き
場
も
設
置
。キ
ャ
ン
パ
ス

東
側
部
分
は
明
る
い
雰
囲
気
と

な
り
ま
し
た
。そ
の
他
、Ｗ
4

棟
を
生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科

の
製
図
室
へ
と
改
修
、省
エ
ネ

ル
ギ
ー
関
係
で
は「
エ
コ
キ
ャ

ン
パ
ス
推
進
事
業
」に
採
択
さ

れ
た
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

設
置
。既
存
シ
ス
テ
ム
と
あ
わ

せ
る
と
国
内
大
学
最
大
の
発
電

量
と
な
り
ま
し
た
。

二
・
平
成
二
十
一
年
度

　
　

決
算
に
つ
い
て

　

学
校
法
人
会
計
基
準
に
基
づ

く
主
た
る
財
務
諸
表
に
は
次
の

三
表
が
あ
り
ま
す
。①
全
て
の
資

金
の
流
れ
と
そ
の
顛
末
を
示
す

「
資
金
収
支
計
算
書
」（
別
表
1
）、

②
各
年
度
に
お
け
る
収
支
の
均

衡
状
態
や
財
政
の
健
全
さ
を
見

る
上
で
の
指
標
と
な
る「
消
費
収

支
計
算
書
」（
別
表
2
）、③
決
算
時

点
に
お
け
る
財
政
状
態
を
明
ら

か
に
し
た「
貸
借
対
照
表
」（
別
表

3
）の
三
表
で
す
。ま
た（
別
表
5
）

な
内
容
で
す
が
六
百
万
円
減
少

し
ま
し
た
。以
上
の
結
果
、帰
属

収
入
は
前
年
対
比
五
億
三
千
五

百
万
円
減
少
し
、七
十
六
億
七
千

万
円
と
な
り
ま
し
た
。基
本
金
組

入
額
は
大
学
の
教
育
研
究
環
境

を
永
続
的
に
維
持
向
上
さ
せ
る

た
め
に
不
可
欠
な
資
産
投
資
を

示
し
ま
す
。今
年
度
は
機
械
工
学

科
棟
の
太
陽
光
発
電
設
備
、工
業

技
術
博
物
館
の
改
修
工
事
等
が

あ
り
ま
し
た
。

○
支
出
の
部

　

人
件
費
は
前
年
度
比
三
千
三
百

万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。教

育
研
究
経
費
は
総
額
で
二
十
七
億

五
千
六
百
万
円
と
な
り
、前
年
度

比
一
億
八
千
八
百
万
円
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。主
な
要
因
は
減
価

償
却
費
の
減
少
に
よ
る
も
の
で

す
。学
生
へ
の
還
元
を
表
す
教
育

研
究
費
比
率（
別
表
5
ご
参
照
）は

約
三
五
％
で
あ
り
、全
国
的
に
も

高
い
水
準
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

三
・
平
成
二
十
二
年
度

　
　

予
算
に
つ
い
て

（
資
金
収
支
予
算
書
）

　

平
成
二
十
二
年
度
予
算
書
の

詳
細
は
別
表
4
の
と
お
り
で

す
。主
た
る
収
入
で
あ
る
学
生

生
徒
等
納
付
金
収
入
は
七
学
科

体
制
を
意
識
し
な
が
ら
も
、学

生
数
を
厳
し
く
予
測
し
た
予
算

と
い
た
し
ま
し
た
。補
助
金
収

入
は
今
後
も
積
極
的
に
申
請
・

獲
得
を
目
指
し
ま
す
。

　

教
育
研
究
経
費
支
出
は
直
接

学
生
諸
君
に
係
る
経
費
の
た
め
、

高
水
準
を
維
持
す
べ
く
予
算
と

し
ま
し
た
。施
設
・
設
備
関
係

支
出
で
は
新
学
科
棟
を
意
識
し

た
予
算
と
し
ま
し
た
。

四
・
む
す
び

　

平
成
二
十
二
年
度
、補
助
金

が
大
き
く
変
貌
す
る
中
、大
学

は
、充
実
し
た
教
育
を
推
進
し

て
ゆ
く
所
存
で
す
。そ
の
た
め

に
は
、学
生
、ご
父
母
、卒
業
生

の
皆
様
の
ご
理
解
が
不
可
欠
で

あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
関
係

各
位
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 （
財
務
部
）

（別表1）資金収支計算書
科目 H21年度 H20年度 増減

収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 6,415,217 6,526,959 △ 111,742
手 数 料 収 入 68,339 53,417 14,922
寄 付 金 収 入 121,066 619,051 △ 497,985
補 助 金 収 入 651,036 567,925 83,111
資 産 運 用 収 入 156,923 159,688 △ 2,765
資 産 売 却 収 入 777 0 777
事 業 収 入 75,646 82,037 △ 6,391
雑 収 入 178,630 179,841 △ 1,211
借 入 金 収 入 0 0 0
前 受 金 収 入 2,152,949 2,098,187 54,762
そ の 他 の 収 入 437,980 812,224 △ 374,244
資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 2,375,206 △ 2,396,514 21,308
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 4,455,983 3,153,231 1,302,752
収 入 の 部 合 計 12,339,340 11,856,046 483,294

単位：千円単位：千円

支出の部
人 件 費 支 出 2,789,737 2,816,044 △ 26,307
教 育 研 究 費 支 出 1,572,558 1,637,394 △ 64,836
管 理 経 費 支 出 417,152 389,135 28,017
借 入 金 等 利 息 支 出 94,368 107,982 △ 13,614
借 入 金 等 返 済 支 出 396,230 359,650 36,580
施 設 関 係 支 出 755,064 263,504 491,560
設 備 関 係 支 出 146,007 113,914 32,093
資 産 運 用 支 出 1,793,897 1,411,382 382,515
そ の 他 の 支 出 309,881 417,313 △ 107,432
資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 118,229 △ 116,255 △ 1,974
次 年 度 繰 越 支 払 資 金 4,182,675 4,455,983 △ 273,308
支 出 の 部 合 計 12,339,340 11,856,046 483,294

消費支出の部
人 件 費 2,762,858 2,796,705 △ 33,847
教 育 研 究 経 費 2,756,859 2,938,515 △ 181,656
管 理 経 費 452,477 425,107 27,370
借 入 金 等 利 息 94,368 107,982 △ 13,614
資 産 処 分 差 額 61,557 241,470 △ 179,913
そ の 他 の 支 出 189,327 214,611 △ 25,284
消 費 支 出 の 部 合 計 6,317,446 6,724,390 △ 406,944
当 年 度 消 費 収 支 超 過 額 286,549 850,020 △ 563,471
前 年 度 繰 越 支 出 超 過 額 △ 5,432,691 △ 6,282,711 850,020
翌 年 度 繰 越 支 出 超 過 額 △ 5,146,142 △ 5,432,691 286,549

科目 H21年度 H20年度 増減
消費収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 6,415,217 6,526,959 △ 111,742
手 数 料 68,339 53,417 14,922
寄 付 金 130,527 638,194 △ 507,667
補 助 金 651,036 567,925 83,111
資 産 運 用 収 入 157,454 160,991 △ 3,537
資 産 売 却 差 額 777 0 777
事 業 収 入 75,646 82,037 △ 6,391
雑 収 入 178,934 180,165 △ 1,231
そ の 他 の 収 入 0 3,720 △ 3,720
帰 属 収 入 合 計 7,677,930 8,213,408 △ 535,478
基 本 金 組 入 額 合 計 △ 1,073,935 △ 638,998 △ 434,937
消 費 収 入 の 部 合 計 6,603,995 7,574,410 △ 970,415

（別表2）消費収支計算書 単位：千円

（別表3）貸借対照表 単位：千円
資産の部

科目 H21年度 H20年度 増減
固定資産 38,007,967 36,784,343 1,223,624
　有形固定資産 20,682,878 21,034,043 △ 351,165
　その他の固定資産 17,325,089 15,750,300 1,574,789

流動資産 4,477,838 4,700,352 △ 222,514

合　　計 42,485,805 41,484,695 1,001,110

負債・基本金・消費収支差額の部
科目 H21年度 H20年度 増減

負債の部 6,840,918 7,185,523 △ 344,605
　固定負債 3,854,088 4,262,308 △ 408,220
　流動負債 2,986,830 2,923,215 63,615

基本金の部 40,805,798 39,731,863 1,073,935
翌年度繰越消費収支差額 △ 5,146,142 △ 5,432,691 286,549

合　　計 42,500,574 41,484,695 1,015,879

科目 H22年度 H21年度 増減
収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 5,903,313 5,962,190 △ 58,877
手 数 料 収 入 48,121 51,980 △ 3,859
寄 付 金 収 入 89,555 91,000 △ 1,445
補 助 金 収 入 585,600 590,022 △ 4,422
資 産 運 用 収 入 24,500 25,500 △ 1,000
事 業 収 入 41,241 39,386 1,855
雑 収 入 162,407 152,237 10,170
借 入 金 収 入 0 0 0
前 受 金 収 入 1,886,336 1,894,836 △ 8,500
そ の 他 の 収 入 1,456,896 1,262,184 194,712
資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 2,152,949 △ 2,098,187 △ 54,762
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 4,182,675 4,455,983 △ 273,308
収 入 の 部 合 計 12,227,695 12,427,131 △ 199,436

（別表4）資金収支予算書 単位：千円

科目 H22年度 H21年度 増減
支出の部
人 件 費 支 出 2,906,717 2,952,891 △ 46,174
教 育 研 究 費 支 出 2,082,637 2,228,144 △ 145,507
管 理 経 費 支 出 587,758 589,050 △ 1,292
借 入 金 等 利 息 支 出 80,390 94,380 △ 13,990
借 入 金 等 返 済 支 出 396,110 396,230 △ 120
施 設 関 係 支 出 962,000 900,000 62,000
設 備 関 係 支 出 332,592 317,739 14,853
資 産 運 用 支 出 1,769,993 1,617,793 152,200
そ の 他 の 支 出 426,251 433,594 △ 7,343
〔 予 備 費 〕 113,000 104,000 9,000

0
資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 16,796 △ 23,996 7,200
次 年 度 繰 越 支 払 資 金 2,587,043 2,817,306 △ 230,263
支 出 の 部 合 計 12,227,695 12,427,131 △ 199,436

主要項目の分析比率（％） H21年度 H20年度 増減
補 助 金 / 帰 属 収 入 8.48 6.91 1.56
人 件 費 / 帰 属 収 入 35.98 34.05 1.93
教 育 研 究 経 費/帰 属 収 入 35.91 35.78 0.13
管 理 経 費 / 帰 属 収 入 5.89 5.18 0.72
借 入 金 等 利 息/帰 属 収 入 1.23 1.31 △ 0.09
人 件 費 / 学 生 納 付 金 43.07 42.85 0,22

（別表5）消費収支計算書の主要項目の分析表 単位：千円

日
本
工
業
大
学
の

お
も
し
ろ

も
の
づ
く
り
教
室

に
て「
消
費
収
支
計
算
書
主
要
項

目
の
分
析
表
」を
添
付
い
た
し
ま

し
た
の
で
、詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
別
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

（
消
費
収
支
計
算
書
）

○
収
入
の
部

　

学
生
生
徒
等
納
付
金
は
、前
年

度
比
一
億
一
千
万
円
の
減
少
、手

数
料
は
一
千
四
百
万
円
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。寄
付
金
は
一
〇

〇
周
年
寄
付
の
要
因
が
な
く
な

り
五
億
円
減
少
。補
助
金
は
Ｉ
Ｃ

Ｔ
等
の
要
因
も
あ
り
八
千
万
円

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。資
産
運

用
収
入
で
は
、引
き
続
き
国
債
を

中
心
と
し
た
安
定
運
用
を
行
っ

て
い
ま
す
が
金
利
の
低
下
も
あ

り
微
減
し
ま
し
た
。事
業
収
入
で

は
企
業
か
ら
の
受
託
研
究
が
主

　

第
43
期
決
算
・
第
44
期
予
算

 

日
本
工
業
大
学
の
財
務
状
況
に
つ
い
て

日本工業大学のポリシー
日本工業大学工学部のアドミッションポリシー、カリキュラムポリシー、
ディプロマポリシー、並びに大学院工学研究科博士前期課程・後期課程
のアドミッションポリシーを次のとおり公開いたします。
■日本工業大学工学部のアドミッションポリシー（入学者受入れ方針）■
日本工業大学は、工学への探求心の高さと、専門を学ぶに十分な能力を評価基準として、入学者を受け
入れます。また、志願者の入学前学修履歴の多様化にあわせて、以下に示す各種入試方式を採用し、一
人ひとりの優れた点を評価します。
１．一般入試：筆記試験（数学・理科・外国語のうち2教科を選択）の成績および調査書により選考。
２．専門高校入試：課題研究などの成果と学業成績（A工業科）、学業成績、特長・特技および自己表

現力（Ｓ工業科・Ｂ工業科）により選考。
３．一般推薦入試：学業成績（指定校）、学業成績、特長・特技および工学への関心度（公募制）により選考。
４．AO入試：面談、課題作品・レポートの内容および調査書（AOエントリー）、AOコーディネーター

による面接と書類審査（AOコーディネーター）により選考。
５．センター利用入試：国語（機械工学科・電気電子工学科を除く）・数学・理科・外国語の４教科15

科目から、2教科2科目以上を選択し、高得点の２科目（１教科につき1科目）の合計点と調査書に
より選考。

６．その他の入試：特別奨学生入試、社会人入試、帰国子女入試、外国人留学生入試。

■日本工業大学工学部のカリキュラムポリシー（教育課程の編成方針）■
「実工学教育」の理念のもと、教育目標を達成するため、工学部のカリキュラムは、以下の方針に沿っ
て編成し、実施します。
１．カリキュラムは、教養科目、専門科目から構成されます。
２．初年次においては、入学者の学修履歴にあわせ、「工学集中コース（普通高校出身者向け）」・「工学

発展コース（専門高校出身者向け）」の２種のカリキュラム・コースを用意し、個性の伸長を図ります。
３．実験・実習・製図などの体験学習と、それに必要な基礎や理論を、低年次から平行して学ぶ「デュ

アルシステム」を採用します。
４．本学独自に開発した「融合科目」により、数学・物理・英語と専門を関連づけて学びます。
５．「工房科目」（平成17年度・文部科学省「特色ある大学教育支援プログラム」採択）により、もの

づくりを、企画・設計から製作・施工まで一貫して学びます。
６．新入生は、少人数クラスの「フレッシュマンゼミ」により、一人ひとりを大切にする教育が受けら

れます。
７．４年次には全員が「卒業研究（卒業計画）」に取り組み、課題発見能力・問題解決能力が育まれます。
８．キャリア教育により、職業意識を醸成し、就職力を高めます。
９．教養科目に環境系科目を多く配置し、21世紀の地球環境に配慮できる技術者を育てます。

■日本工業大学工学部のディプロマポリシー（卒業認定・学位授与方針）■
プロジェクトリーダーとして生産現場を牽引する技術者、アジアをはじめ世界で活躍できる技術者、
21世紀の地球環境を工学の視点から見つめることができる技術者を育成します。このような技術者に
必要な、社会で価値あるものをかたちにする「実現力」、社会の変化を見据え、継続的に価値を生みだ
す「適応力」、社会が必要とする、新しい価値を生みだす「創造力」を育みます。
学士（工学）の学位授与にあたっては、所定の124単位および要件を充足するとともに、「卒業研究（卒
業計画）」を必修とします。指導教員のもと、卒業論文あるいは卒業設計を完成させ、成果を公開します。
卒業研究（卒業計画）は、「実工学教育」の集大成であり、その修得は「課題発見能力」と「問題解決能力」
が十分に養われ、技術者として自信をもって社会へ踏み出すことができる証です。

■日本工業大学大学院工学研究科博士前期課程のアドミッションポリシー■
本大学院工学研究科博士前期課程が求める学生は、「実工学」の理念のもと、自ら進んで研究・開発計
画を立案し、推進できる、積極性と実行力のある人物です。その指標として、「卒業研究（卒業計画）」
の内容・成果と、これからの研究計画を重視します。また、アジアをはじめ世界で活躍できるプロジェ
クトリーダーを目指す意志と、語学力向上への意欲を重視します。

■日本工業大学大学院工学研究科博士後期課程のアドミッションポリシー■
工学研究科博士後期課程には、21世紀の産業界を担う、研究者・開発技術者を養成する大きな目的が
あり、入学希望者にはその資質を求めます。具体的には、修士論文の内容、独創性を重視するとともに、
学会等外部での発表成果と評価も判断材料となります。

詳細はhttp://www.nit.ac.jp/campus/data.htmlの「ポリシー」のPDFファイルをご覧下さい。
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◆
環
境
配
慮
の
観
点
か
ら
再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

　今回は学内の
落し物のランキン
グ。09年度年間
の落し物の合計
は2228件であっ
た。予想通り第
１位は傘！月別に
みると４月が年間
で一番多く（335

件）、その理由は新入生の入学と長期休み後の気の緩
みのせいだと考えられる。そして何故か１１月は他の月
と比べて大幅に少なかった（148件）。USBメモリは使
用したPCに差したままでよく忘れられているようである。
USBメモリの取り忘れにはご注意を！

　

大
学
院
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

を
平
成
21
年
に
卒
業
し
た
江

松
君（
中
国
福
州
師
範
高
等
専

科
学
校
出
身
）と
、中
西
経
仁
君

（
千
葉
県
立
千
葉
工
業
高
等
学

校
出
身
）（
い
ず
れ
も
星
野
研
究

室
所
属
）、指
導
教
員
の
星
野
教

授
が
6
月
、米
国
電
気
電
子
学

会
か
ら
論
文
賞
を
受
賞
し
た
。

　

論
文
賞
は
、I
E
E
E 

J
ames 

Me
lc
her 

Pr
ize 

Pa
p
er 

A
w
a
r
d 

2
0
0
9
と
い
う
名

称
で
、
米
国
電
気
電
子
学
会

（
I
E
E
E
）の
学
術
論
文
誌

に
掲
載
さ
れ
た
優
れ
た
論
文
に

与
え
ら
れ
る
賞
で
あ
る
。

　

論
文
の
内
容
は
、江
君
の
学

位
論
文（
2
0
0
9
年
3
月
）

の
重
要
な
部
分
で
あ
る
。論
文

題
名
は
、「
シ
ロ
キ
サ
ン
ガ
ス
を

含
む
空
気
流
中
で
の
コ
ロ
ナ
放

電
特
性
」で
、電
子
写
真
記
録
プ

ロ
セ
ス
で
、感
光
体
の
荷
電
に

用
い
ら
れ
る
コ
ロ
ナ
放
電
に
お

け
る
シ
ロ
キ
サ
ン
の
コ
ロ
ナ
放

電
へ
の
影
響
を
明
ら
か
に
し

た
も
の
で
あ
る
。コ
ロ
ナ
放
電

は
放
電
現
象
の
一
つ
で
、電
子

写
真
プ
リ
ン
タ
を
は
じ
め
、空

気
清
浄
機
、表
面
処
理
で
使
用

さ
れ
て
い
て
、コ
ロ
ナ
放
電
の

安
定
化
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

本
研
究
は
、コ
ロ
ナ
放
電
の
安

定
性
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

ガ
ス
の
影
響
を
解
明
し
た
も
の

で
、コ
ロ
ナ
放
電
の
応
用
に
大

き
く
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。

星
野
教
授
は「
熱
心
に
研
究
に

取
り
組
ん
だ
メ
ン
バ
ー
に
感
謝

し
た
い
。」と
語
っ
て
い
る
。

　

電
気
電
子
工
学
科
の
吉
田
清

准
教
授
と
同
研
究
室
所
属
の

学
生
3
名
が
9
月
18
日
（
土
）、

春
日
部
市
の
「
カ
ー
フ
リ
ー
デ

ー
」
に
参
加
し
た
。
本
学
と
同

市
は
包
括
協
定
を
締
結
し
て
お

り
、
今
回
も
そ
の
一
環
と
し
て

協
力
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
春
日

部
駅
周
辺
の
一
部
道
路
を
通
行

止
に
し
て
車
の
な
い
都
市
空
間

を
つ
く
り
だ
し
、
展
示
や
催
物

に
よ
り
環
境
に
配
慮
し
た
交
通

の
啓
蒙
活
動
を
行
っ
た
。
同
研

究
室
で
は
研
究
中
の
電
気
自
動

車
と
説
明
パ
ネ
ル
を
展
示
。
来

場
者
か
ら
質
問
を
受
け
る
な
ど
、

関
心
を
集
め
て
い
た
。

（左から）星野教授、江君、中西君

一般来場者が電気自動車を体験

吉
田
研
究
室
が
春
日
部
市

　
　

カ
ー
フ
リ
ー
デ
ー
に
参
加

　

華
中
科
技
大
学
の
欧
陽
康
副

学
長
が
8
月
3
日（
火
）、柳
澤

章
学
長
へ
の
表
敬
の
た
め
来
学

し
た
。欧
陽
副
学
長（
哲
学
）は
初

の
文
系
出
身
の
副
学
長
で
あ
る
。

　

華
中
科
技
大
学
の
現
状
に
つ

い
て
欧
陽
副
学
長
は
、22
の
国

家
重
点
学
部
が
新
設
さ
れ
、総

合
大
学
・
研
究
大
学
へ
の
基
礎

が
築
か
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
、文
化
教
養

教
育
を
強
化
す
る
考
え
を
強
調

し
た
。工
業
技
術
博
物
館
で
は
、

我
が
国
の
工
作
機
械
の
歴
史
か

ら
貴
重
な
教
訓
を
学
ん
だ
と
感

想
を
語
っ
た
。

副学長一行は学内施設を見学

星
野
研
究
室
が
米
国
電
気
電
子
学
会
か
ら

論
文
賞
を
受
賞

　

免
許
状
更
新
講
習
は
、8
月

2
日（
月
）か
ら
6
日（
金
）の
5

日
間
実
施
し
た
。中
学
校
・
高

等
学
校
の
現
職
教
員
46
名
が
受

講
し
、う
ち
25
名
は
本
学
卒
業

者
で
あ
っ
た
。

　

必
修
講
習
と
選
択
講
習
を
開

設
し
た
が
、選
択
講
習
6
講
座

の
中
で
、最
も
受
講
者
の
多
か

っ
た
科
目
は
、「
最
新
の
ナ
ノ
テ

ク
技
術
」で
、先
端
技
術
へ
の
関

心
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

本
講
習
が
、大
学
と
教
育
現

場
を
結
ぶ
架
け
橋
と
な
り
、学

問
研
究
の
進
展
と
実
践
的
指
導

力
向
上
と
い
う
双
方
に
と
っ
て

有
意
義
な
研
修
と
し
て
根
付
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

実
習
助
手
研
修
は
、文
部
科

学
省
の
委
託
事
業
で
、7
月
27

日（
火
）か
ら
8
月
3
日（
火
）

ま
で
の
７
日
間
実
施
し
た
。全

国
か
ら
30
名
が
受
講
し
た
。

　

本
研
修
は
、高
等
学
校
の
産
業

教
育
に
関
す
る
教
科
・
科
目
を

担
当
す
る
実
習
助
手
に
対
し
て
、

職
務
に
必
要
な
最
新
の
知
識
・

技
術
を
修
得
さ
せ
、資
質
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。受

講
者
は
、工
業
科
教
育
法
、も
の

づ
く
り
環
境
工
学
、情
報
電
気
電

子
工
学
の
各
分
野
に
つ
い
て
、熱

心
に
研
修
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

　

全
国
工
業
高
等
学
校
長
協

会
主
催
の
夏
季
講
習
は
、
8

月
23
日（
月
）か
ら
25
日（
水
）

ま
で
3
日
間
実
施
し
た
。
全

国
か
ら
12
名
が
参
加
し
た
。

　

本
講
習
は
、「
次
世
代
ロ
ボ
ッ

ト
を
利
用
し
た
実
践
的
な
メ

カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
教
育
講
習
会
」

と
題
し
て
、二
足
歩
行
ロ
ボ
ッ

ト
と
マ
イ
ク
ロ
ロ
ボ
ッ
ト
を
取

り
上
げ
た
。創
造
シ
ス
テ
ム
工

学
科
中
里
裕
一
教
授
が
担
当
し

た
。受
講
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、「
講
義
及
び
実
習
内
容
が
大

変
役
に
立
っ
た
」と
い
う
回
答

が
多
く
、講
習
内
容
に
つ
い
て

の
評
価
が
高
か
っ
た
。

（
工
業
教
育
研
究
所
・
教
職
教

育
セ
ン
タ
ー
）

教
員
免
許
状
更
新
講
習
、産
業
教
育
実
習
助
手
研
修
、

全
国
工
業
高
等
学
校
長
協
会
夏
季
講
習
を
実
施

工
業
教
育
研
究
所

教
職
教
育
セ
ン
タ
ー

【
任
用
】（
10
月
1
日
付
）

◆
J
U
L
I
A
N 

C
H
E
S
W
O
R
T
H

講
師（
英
語
教
育
セ
ン
タ
ー
）昭
和

46
年
9
月
7
日
生
ま
れ
。平
成
17
年

3
月
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・
マ
リ
タ

イ
ム
大
学
水
産
科
学
科
修
士
相
当

修
了
。修
士（
水
産
科
学
）。前
日
本
工

業
大
学
英
語
教
育
セ
ン
タ
ー
派
遣

外
国
人
語
学
講
師
。

◆
S
H
A
W
N 

Y
E
A
K
L
E
Y

講
師（
英
語
教
育
セ
ン
タ
ー
）昭
和

56
年
1
月
23
日
生
ま
れ
。平
成
16
年

8
月
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
工
学
部
電
気

電
子
学
科
卒
業
。前
日
本
工
業
大
学

英
語
教
育
セ
ン
タ
ー
派
遣
外
国
人

語
学
講
師
。

（
11
月
１
日
付
）

◆
丸
山
三
四
四
講
師（
共
通
教
育

系
）昭
和
31
年
4
月
8
日
生
ま
れ
。

昭
和
54
年
3
月
立
正
大
学
経
済
学

部
経
済
学
科
卒
業
。前
日
本
ウ
ェ

ル
ネ
ス
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校
勤
務
。

【
昇
任
】（
10
月
1
日
付
）

◆
神
雅
彦
准
教
授（
機
械
工
学
科
）

↓
教
授
に
昇
任

◆
中
島
克
典
准
教
授（
共
通
教
育

系
）↓
教
授
に
昇
任

◆
江
藤
香
助
手（
情
報
工
学
科
）↓

助
教
に
昇
任

【
任
命
】（
9
月
1
日
付
）

◆
英
語
教
育
セ
ン
タ
ー
長
兼
担　

波
多
野
純
教
授（
再
任
）

（
10
月
1
日
付
）

◆
学
生
支
援
部
長
補
佐　

正
道
寺

勉
教
授（
新
任
）

◆
留
学
生
別
科
長
兼
担　

古
閑
伸

裕
教
授（
再
任
）

◆
機
械
工
学
科
主
任　

竹
内
貞
雄

教
授（
新
任
）

◆
創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科
主
任　

渡
部
修
一
教
授（
再
任
）

◆
情
報
工
学
科
主
任　

片
山
茂
友

教
授（
再
任
）

◆
生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
主
任

川
村
清
志
教
授（
新
任
）

◆
電
気
工
学
専
攻
幹
事　

石
川
豊

教
授（
再
任
）

◆
建
築
学
専
攻
幹
事　

小
川
次
郎

教
授（
新
任
）

◆
工
房
教
育
推
進
本
部
長
兼
担　

青
柳
稔
教
授（
新
任
）

【
解
任
】（
9
月
30
日
付
）

◆
学
生
支
援
部
長
補
佐　

竹
内
貞

雄
教
授

◆
工
房
教
育
推
進
本
部
長
兼
担　

黒
津
高
行
教
授

◆
成
田
剛
准
教
授（
建
築
学
科
）／

出
張
先
＝
ラ
オ
ス（
8
／
2
〜
18
）

／
目
的
＝
ラ
オ
ス
国
シ
ェ
ン
ク
ア
ン

寺
院
遺
跡
群
保
存
計
画
提
案
の
た

め
の
現
況
お
よ
び
建
築
様
式
に
関

す
る
研
究
現
地
調
査

◆
三
好
和
壽
教
授（
先
端
材
料
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
）／
出
張
先
＝
ア
メ

リ
カ（
8
／
9
〜
27
）／
目
的
＝
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ａ
研
究
者
と
の
打
ち
合
わ
せ

お
よ
び
新
授
業
科
目
等
の
た
め
の

教
材
調
査

◆
鈴
木
宏
典
講
師（
も
の
づ
く
り
環

境
学
科
）／
出
張
先
＝
台
湾（
8
／

17
〜
21
）／
目
的
＝
計
測
制
御
学
会

年
次
学
術
講
演
会
に
お
け
る
研
究

成
果
発
表

◆
神
林
靖
准
教
授（
情
報
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
台
湾（
8
／
17
〜
22
）

／
目
的
＝
計
測
制
御
情
報
技
術
国

際
会
議
に
て
論
文
発
表

◆
張
暁
友
准
教
授（
機
械
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
中
国（
8
／
17
〜
28
）

／
目
的
＝
第
12
回
磁
気
軸
受
け
に

関
す
る
国
際
会
議
に
て
の
研
究
発

表
と
共
同
研
究
に
関
す
る
打
合
せ

◆
石
田
武
志
講
師（
も
の
づ
く
り
環

境
学
科
）／
出
張
先
＝
デ
ン
マ
ー
ク

（
8
／
19
〜
25
）／
目
的
＝
第
12
回

生
命
シ
ス
テ
ム
の
統
合
と
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
国
際
会
議
に

お
け
る
研
究
発
表

◆
田
中
隆
治
准
教
授（
英
語
教
育
セ

ン
タ
ー
）／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ
・

カ
ナ
ダ（
8
／
28
〜
9
／
1
、9
／

6
〜
10
）／
目
的
＝
理
学
系
学
士
課

程
に
お
け
る
個
に
応
じ
た
コ
ー
ス

デ
ザ
イ
ン
の
開
発
の
聞
き
取
り
調

査◆
田
中
隆
治
准
教
授（
英
語
教
育

セ
ン
タ
ー
）／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ

（
9
／
2
〜
6
）／
目
的
＝
2
×
4

工
房
参
加
学
生
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
研

修
に
お
け
る
現
地
指
導

◆
石
川
孝
教
授（
情
報
工
学
科
）／
出

張
先
＝
カ
ナ
ダ（
8
／
30
〜
9
／
5
）

／
目
的
＝
計
算
的
社
会
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
国
際
研
究
会
で
の
論
文
発
表

◆
神
野
健
哉
准
教
授（
電
気
電

子
工
学
科
）／
出
張
先
＝
ポ
ー
ラ

ン
ド（
9
／
3
〜
10
）
／
目
的
＝

2
0
1
0
年
非
線
形
理
論
と
そ
の

応
用
に
関
す
る
国
際
会
議
に
て
研

究
発
表

◆
黒
津
高
行
教
授（
生
活
環
境
デ
ザ

イ
ン
学
科
）／
出
張
先
＝
グ
ル
ジ
ア

（
9
／
5
〜
24
）／
目
的
＝
グ
ル
ジ

ア
に
お
け
る
歴
史
的
遺
構
の
実
測

調
査
◆
野
口
憲
治
助
手（
生
活
環
境

デ
ザ
イ
ン
学
科
）／
出
張
先
＝
カ
ナ

ダ（
9
／
2
〜
14
）／
目
的
＝
2
×

4
木
造
建
築
工
房
に
よ
る
カ
ナ
ダ

研
修
所
で
の
建
設
作
業
指
導

◆
勝
木
祐
仁
准
教
授（
生
活
環
境
デ

ザ
イ
ン
学
科
）／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ

（
9
／
3
〜
14
）／
同
前

◆
波
多
野
純
教
授（
生
活
環
境
デ

ザ
イ
ン
学
科
）／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ

（
9
／
6
〜
11
）／
同
前

◆
神
林
靖
准
教
授（
情
報
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
イ
ギ
リ
ス（
9
／
6
〜

12
）／
目
的
＝
第
14
回
知
識
ベ
ー
ス

知
能
情
報
工
学
シ
ス
テ
ム
国
際
会

議
に
て
論
文
発
表

◆
宮
澤
肇
教
授（
機
械
工
学
科
）／

出
張
先
＝
カ
ナ
ダ（
9
／
8
〜
15
）

／
目
的
＝
カ
ナ
ダ
研
修
所
に
て
出

前
授
業
な
ら
び
に
進
学
指
導
の
実

施◆
伴
雅
人
准
教
授（
創
造
シ
ス
テ
ム

工
学
科
）／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ（
9

／
8
〜
15
）／
目
的
＝
カ
ナ
ダ
研
修

所
に
て
出
前
授
業
な
ら
び
に
進
学

指
導
の
実
施

◆
西
村
誠
介
教
授（
超
高
電
圧
研
究

セ
ン
タ
ー
）／
出
張
先
＝
イ
ギ
リ
ス

（
9
／
12
〜
19
）／
目
的
＝
国
際
電

気
標
準
会
議
第
42
技
術
委
員
会
お

よ
び
関
連
会
議
出
席

◆
劉

講
師（
留
学
生
別
科
）／
出
張

先
＝
中
国（
9
／
11
〜
21
）／
目
的

＝
中
国
に
お
け
る
学
生
募
集
活
動

◆
古
閑
伸
裕
教
授（
機
械
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
中
国（
9
／
15
〜
18
）

／
同
前

◆
伊
藤
庸
一
教
授（
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
）／
出
張
先
＝
イ
ン
ド（
9
／

17
〜
22
）／
目
的
＝
北
イ
ン
ド
の
風

土
と
建
築
調
査

◆
星
野
坦
之
教
授（
創
造
シ
ス
テ

ム
工
学
科
）／
出
張
先
＝
ア
メ
リ

カ（
9
／
18
〜
25
）
／
目
的
＝
第

26
回
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
ト
国
際

会
議
で
の
座
長
、連
名
論
文
発
表

◆
二
ノ
宮
進
一
准
教
授（
機
械
工
学

科
）／
出
張
先
＝
台
湾（
9
／
19
〜

23
）／
目
的
＝
国
際
砥
粒
加
工
学
会

で
の
論
文
発
表

◆
鈴
木
清
教
授（
も
の
づ
く
り
環
境

学
科
）／
出
張
先
＝
台
湾（
9
／
19
〜

23
）／
目
的
＝
国
際
砥
粒
加
工
学
会

で
の
論
文
発
表
お
よ
び
砥
粒
加
工
に

関
す
る
国
際
委
員
会
会
議
参
加

◆
北
久
保
茂
准
教
授（
情
報
工
学

科
）／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ（
9
／

20
〜
23
）／
目
的
＝
第
26
回
デ
ジ
タ

ル
プ
リ
ン
ト
国
際
会
議
で
の
座
長

◆
伴
雅
人
准
教
授（
創
造
シ
ス
テ

ム
工
学
科
）／
出
張
先
＝
オ
ラ
ン
ダ

（
10
／
3
〜
9
）／
目
的
＝
微
小
全

分
析
シ
ス
テ
ム
国
際
会
議
で
の
研

究
発
表

◆
森
田
登
教
授（
電
気
電
子
工
学

科
）／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ（
10
／

3
〜
9
）／
目
的
＝
米
国
電
気
電
子

学
会
電
気
接
点
国
際
会
議
に
お
け

る
論
文
発
表

◆
上
野
貴
博
准
教
授（
電
気
電
子
工

　

人
事
異
動

▼
荀
子
と
言
う
中

国
・
戦
国
時
代
末
期

の
思
想
家
が
い
た
。

孟
子
の
性
善
説
に
対

し
性
悪
説
を
唱
え
た

人
で
あ
る
。▼
彼
は
、

「
聞
か
ざ
る
は
こ
れ

を
聞
く
に
し
か
ず
。

こ
れ
を
聞
く
は
こ
れ
を
見
る
に

し
か
ず
。こ
れ
を
見
る
は
こ
れ

を
知
る
に
し
か
ず
。こ
れ
を
知

る
は
こ
れ
を
行
う
に
し
か
ず
。」

（
す
べ
て
現
代
の
仮
名
遣
い
に

直
し
て
い
る
）と
の
言
葉
を
残

し
て
い
る
。▼
意
味
は「
教
え
は

聞
か
な
い
よ
り
聞
い
た
ほ
う
が

良
い
。し
か
も
、聞
く
よ
り
は
見

る
ほ
う
が
、さ
ら
に
良
い
。ま
た
、

見
る
よ
り
は
心
に
知
る
こ
と
が

大
事
だ
。し
か
し
、知
る
こ
と
よ

り
は
実
行
す
る
こ
と
が
、最
も

大
切
だ
」と
な
る
だ
ろ
う
。▼
つ

ま
り
、学
ぶ
こ
と
の
最
終
目
的

は
実
行
に
移
す
こ
と
に
あ
り
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。▼
聞
い
た

り
、見
た
り
、知
る
行
為
は
あ
く

ま
で
も
、途
中
段
階
で
あ
り
、こ

の
程
度
で
満
足
し
て
い
て
は
い

け
な
い
と
い
う
教
え
で
も
あ
ろ

う
。不
言
実
行
、有
言
実
行
、ど
ち

ら
で
あ
つ
て
も
、「
実
行
す
る
こ

と
」に
優
る
も
の
は
な
い
と
も
、

解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。▼
後
期
が
始
ま
る
に
当

た
り
学
生
の
皆
さ
ん
に
こ
の
言

葉
を
贈
り
た
い
と
思
う
。 

【
信
】

編 集 後 記

①傘
②ファイル
③ノート
④教科書
⑤鍵
⑥ペンケース
⑦プリント
⑧携帯電話
⑨本
⑩USBメモリ

259
200

167
150
137
129
129

60
59
55

　

国
外
出
張

第27回
吹奏楽団定期演奏会
テーマ
「ラジオ～FM NIT 放送～」
2010年11月28日（日）
13：30開場  14：00開演
春日部市民文化会館
大ホール

入場
無料

学
科
）／
同
前

◆
三
好
和
壽
教
授（
先
端
材
料
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
）／
出
張
先
＝
ア
メ

リ
カ（
10
／
15
〜
24
）／
目
的
＝
Ａ

Ｓ
Ｍ
Ｅ
で
の
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
と
の
共
同
研

究
論
文
の
口
頭
発
表
お
よ
び
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ａ
研
究
者
と
の
打
合
せ

◆
江
藤
香
助
教（
情
報
工
学
科
）／

出
張
先
＝
ス
ペ
イ
ン（
10
／
24
〜

30
）／
目
的
＝
知
識
管
理
と
情
報
共

有
の
国
際
会
議
に
て
研
究
発
表

◆
神
林
靖
准
教
授（
情
報
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
イ
タ
リ
ア（
10
／
25
〜

11
／
1
）／
目
的
＝
先
進
的
ピ
ア
ツ

ー
ピ
ア
シ
ス
テ
ム
国
際
会
議
に
て

委
員
会
出
席
と
論
文
発
表

◆
波
多
野
純
教
授（
生
活
環
境
デ
ザ

イ
ン
学
科
）／
出
張
先
＝
台
湾（
10

／
27
〜
31
）／
目
的
＝
2
0
1
0
年

文
化
資
産
保
存
再
利
用
と
保
存
科

学
国
際
検
討
会
に
て
学
術
発
表
、金

瓜
石
に
お
け
る
文
化
的
景
観
保
存

の
指
導

◆
丹
治
明
講
師（
工
業
技
術
博
物

館
）／
出
張
先
＝
中
国（
10
／
30
〜

11
／
4
）／
目
的
＝
第
8
回
日
中
機

械
技
術
史
・
機
械
設
計
国
際
会
議

2
0
1
0
河
南
に
て
学
会
発
表

　

宮
代
町
外
交
官
の
國

府
田
マ
リ
子
さ
ん（
宮
代

町
出
身
：
声
優
・
歌
手
）

が
9
月
22
日
に
Ｃ
Ｄ
ア
ル

バ
ム「
y
o
u
'
r
e 

m
y 

s
p
e
c
i
a
l
」（
全
8
曲
）

を
発
売
し
ま
し
た
。そ
の
中

の
1
曲「
み
や
し
ろ
戦
隊
ハ

ナ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」は
、宮
代
町

の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
で
あ
る
ハ

ナ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
テ
ー
マ
ソ

ン
グ
と
し
て
、國
府
田
さ
ん

が
作
詞
を
買
っ
て
出
た
曲
な

ん
で
す
。今
年
の
年
末
も
東

武
動
物
公
園
駅
西
口
通
り
に

お
い
て
、毎
年
日
工
大
生
も

参
加
し
て
い
る「
み
や
し
ろ

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」が
開

催
さ
れ
ま
す
。12
月
18
日
の

点
灯
式
に
は
國
府
田
さ
ん
も

参
加
し
、「
ハ
ナ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

を
歌
う
予
定
で
す
。ぜ
ひ
、遊

び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

7
月
31
日（
土
）死
去
。59
歳
。

平
成
5
年
4
月
本
学
に
着

任
。平
成
13
年
7
月
施
設
営

繕
課
長
。同
22
年
4
月
か
ら

現
職
。謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

BEST10 企画：情報工学科4年 草間、中島、永倉

落とし物学内の 落とし物 ０９
年度

華
中
科
技
大
学
の
副
学
長
一行
が
来
学　

人間乗車クラス（昨年）

自作スターリングエンジンを搭載した車両でスピー
ドとアイデアを競う「第14回スターリングテクノラ
リー」が11月13日（土）に本学で開催される。主
催はスターリングテクノラリー技術会、（社）全国
工業高等学校長協会、（社）日本工学教育協会
で、本学も協賛している。全国から約185台が参
加予定で、人間乗車、
RC（無線操縦）、宙
返り耐久、ミニ速度、
クーラの5クラスで競
われる。

第14回 スターリングテクノラリー開催11/13（土）

第５回ビジネスプランコンテストのプレゼンテー
ションによる最終審査が９月17日（金）にE1-203
講義室で実施され、学長賞・産学連携起業教育
センター長賞・宮代町長賞・審査員特別賞・優秀
賞・奨励賞が決定した。本年度より宮代町の活性
化、貢献に寄与できるテーマに対して宮代町より
宮代町長賞が送られる。受賞者は、11月５日（金）
の表彰式でプランのプレゼンテーションを行う。
当日は、日産自動車栃木工場長による、環境と日
産の商品戦略の特別講演も開催される。（詳細は、
本学ホームページ参照）

第5回ビジネスプランコンテスト　表彰式11/5（金）

ハナレンジャー
ローズレッド

國
府
田
マ
リ
子
さ
ん

が
や
っ
て
き
ま
す

宮代町
だより

167号

訃　

報

鈴
木
功
作

総
務
部
施
設
環
境
管
理
課
長
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